
国保基盤強化協議会の中間整理 (案) のポイント

○ 平成26年1月以降、厚生労働省と地方との協議を開催し、プログラム法や国民会議

報告書の方向性に沿って、以下の協議事項について議論。

① 国民健康保険の財政上の構造問題の分析とその解決に向けた方策

② 国民健康保険の運営に関する都道府県と市町村の役割分担の在り方

③ その他、地方からの提案事項

○ 事務レベルワーキンググループでの7回にわたる議論を踏まえ、国民健康保険の見

直しについて、課題や見直しの方向性等について整理を行うもの。

○引き続き検討することとしている事項については、地方の理解が得られるよう、更に議

論を深めることとし、年末までを目途に結論を得て、必要な法律案を平成27年に開会さ

れる国会の常会に提出することを目指す。
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１．はじめに

(１) 中間整理の位置づけ

(２) 今後の進め方

平成26年8月8日

国民健康保険制度の基盤強化に関する

国と地方の協議（国保基盤強化協議会）



① 一体改革において方針の決まっている低所得者対策のうち、未だ実現していない保険者

支援制度の拡充（1,700億円）の早期・確実な実施

② ①に加え、更なる追加公費投入の実現

赤字の原因等の分析を踏まえ、財政上の構造問題の解決のための効果的・効率的な
公費投入の方法を検討・実施

③ 予期せぬ給付増や保険料収納不足といった財政リスクを分散・軽減するための制度的対
応として、例えば、財政安定化基金の創設などを検討 等

① 後期高齢者支援金への全面総報酬割を導入した場合に生ずる国費の活用の検討を含め、

予算編成過程を通じて財源確保に努力

② 地方の最終判断に支障をきたさないよう、できる限り早期に、追加公費の規模

・財政基盤強化策を提示

③ 厚生労働省が、引き続き、国民健康保険が抱える財政上の構造問題の解決に責任を持って

取り組む。 2

２．財政上の構造問題の解決に向けた方向性

⇒国民健康保険の将来にわたる安定的な制度運営が可能となるよう、
以下のような観点に立ち、引き続き検討

(１) 保険料負担の軽減・伸びの抑制

(２) 財源等



○ 財政運営 … 都道府県

○ 市町村は、

・ 都道府県が定める「分賦金」（※）を納付 ※ 市町村ごとの医療費水準等を考慮することが基本

・ 分賦金を納めるために必要な保険料率を定め、保険料を賦課・徴収

○ 都道府県は、市町村ごとの保険料率の算出方法 （※１）を示す

※１ 市町村規模別の収納率目標、都道府県として考える算定方式 等

※２ 「算出方法」のみならず、市町村ごとの標準保険料率を示すことについて、引き続き検討

○ 保険料水準が急激に変化することのないよう、必要な経過措置を相当程度の期間設ける

ことを検討

○ 保険給付の決定、資格管理 … 引き続き検討 (注) 「窓口業務」（申請・届出の受付等）は、市町村で概ね一致

○ 保健事業 … 市町村

(１) 財政運営と保険料の賦課・徴収の基本的な仕組み

(２) 保険料水準の平準化に向けた仕組み等

(３) 保険給付・資格管理・保健事業についての役割分担
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３．国保の運営に関する都道府県と市町村の役割分担の方向性

⇒財政上の構造問題の解決が図られることを前提に、以下のような仕組みに
見直すことが考えられ、引き続き検討


